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きく，酸素摂取量は５分間平泳ぎの方が，ワイ
ヤレス・スウィムマン装着時５分間平泳ぎより
も大きかった。
主観的運動強度に関しては，水中歩行の場合
は，ワイヤレス・スウィムマン装着時５分間水
中歩行の方が，５分間水中歩行よりも有意に低
かった（Ｐ＜0.01)。一方，水泳においても，ワ
イヤレス・スウィムマン装着時５分間平泳ぎの
方が，５分間平泳ぎよりも有意に低かった(Ｐ＜
0.001)。この点に関して，Henrikssonら
（1972)'4)，及びBOrgandNoble（1974)5)の報
告に基づき，この結果と心拍数，酸素摂取量の
結果から，ミュージックを用いた場合に，生理
的反応にはほぼ変化がなく，主観的運動強度が
低くなったことから，水中運動に対してミュー
ジックは，心理的負担を軽減する効果があると
考えられる。
とりわけ，本研究で使用した無線式携帯用録
音再生機は，容易に防水加工を施せる特質上，
て影響が大きいと考えられる」と述べている報
告と一致している。
さらに，移動距離，移動速度，ピッチに関し
て水中歩行と水泳を比較すると，上述のように
ワイヤレス・スウィムマンを装着した場合，そ
の効果に関して水中歩行では有意差が認められ
たが，水泳では認められなかった。水中歩行及
び水泳における運動強度は，それぞれ約26％
VO2max，約74％ＶＯ２ｍａｘであり，ミュー
ジックは，運動強度の比較的低い水中走行に対
して効果的であると考えられる。
心拍数，酸素摂取量に関しては，水中歩行の
場合では，心拍数はワイヤレス・スウイムマン
装着時５分間水中歩行の方が，５分間水中歩行
よりも大きく，酸素摂取量は５分間水中歩行の
方が，ワイヤレス・スウィムマン装着時５分間
水中歩行よりも大きかった。一方，水泳におい
ても，心拍数はワイヤレス・スウィムマン装着
時５分間平泳ぎの方が，５分間平泳ぎよりも大
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